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要    旨

中期魯迅文学の中には『野草』という散文詩集がある。『野草』は「国事の悲劇」と「家事の衝突」というような複雑の環境に応じで生まれた作品である。『野草』を読んだら、魯迅の苦しい感情が感じられる。しかし、魯迅は「反逆の勇士」として、暗黒勢力の強暴さを感じて、それを鋭くあばくとともに、あくまでも頑強に不屈の戦闘をくりひろげ……

キーワード
：魯迅  『野草』  厨川白村  『苦悶の象徴』

目    次

31.『野草』と『苦悶の象徴』


31.1『野草』


21.2『野草』における「悩み」


21.3『苦悶の象徴』


32.『野草』に見える『苦悶の象徴』の影響


32.1 魯迅と『苦悶の象徴』


32.2『野草』に見える『苦悶の象徴』の影響


4終わりに


5参考文献





魯迅の『野草』をめぐって

——厨川白村の『苦悶の象徴』からの影響を中心に

はじめに：

魯迅（1881-1936年）は、広博な学識と真摯な態度をもって中国の近代社会を主体的に生きた中国文学の泰斗である。数十年来、彼は各国でずっと文壇随一の敬愛を受けており、彼の文学作品は世界各国の学者たちによって研究されている。わたしが『野草』という作品を選んでいるのは独特な芸術の表現手法に興味を持っているからである……

1.『野草』と『苦悶の象徴』

1.1『野草』

中期魯迅文学と言えば、『野草』という散文詩集をないがしろにしてはいけない作品である。『野草』は1924-1926年、北京で書かれており、次々と『語絲』という文学週刊で掲載されており、合わせて23篇の作品集である。その時期、中国が帝國主義と北洋軍閥に統治されている。作品の戦闘精神が魯迅の暗黒勢力に対する反抗と闘争の表現である。作品の暗い思想情緒もその時期の……

1.2『野草』における「悩み」

『野草』を読んだら、作者の暗い情緒が感じられる。それでは、作者がどうしてそんなに苦悶になるのであろうか。その原因が創作時の国事と家事から分析しなければならないと思う。

周知のように、魯迅は青年時代、留日したことが……

1.3『苦悶の象徴』

厨川白村(1880－1923年)は日本の近代文芸理論家である。彼は青年時代に明治維新の著名な文学評論家小泉八雲 (日本)に影響を与えられ、西洋近代文学作品とその理論に興味を持っていた。「1916年、厨川白村がアメリカに留学した時に、精神分析学説が西洋で盛んであった。その雰囲気は彼の心理の視点から文芸現象を表す興味を誘発した。帰国してから、日本人に西洋文化を紹介する以外に､『文芸思潮論』と『近代恋愛観』という本を出版し、また、文芸心理学著作『苦悶の象徴』を精一杯書いていた。」
『苦悶の象徴』はその時期（大正時代）の日本文学創作の状況に関連があると言える。大正時代（1912―1925年）、特に、第一次世界大戦時に西洋近代派文芸思想の巻き起こしと相呼応した。その潮流の主な特長は作家の自我意識が強くなり、個性の自由を追求する文学者と社会からの圧力との矛盾が激しくなったことである。例えば、芥川龍之介の自殺はこの情況を反映している。

『苦悶の象徴』はその背景を元に書かれた物……

2.『野草』に見える『苦悶の象徴』の影響

2.1 魯迅と『苦悶の象徴』

周知の通り、『野草』を書いている同時期、魯迅は厨川白村の『苦悶の象徴』を翻訳している。魯迅の日記によると……

2.2『野草』に見える『苦悶の象徴』の影響

魯迅はどの程度に厨川白村の理論の合理性を認めているにせよ、『野草』の中で、……

1)「美しい物語」

「美しい物語」は魯迅の憧れている理想と現実の対立を表わしている作品である。暗い夜、魯迅は目を閉じる際に、美しい絵を夢の中で見ている。夢の中に……

2)「影の告別」

「影の告別」は1924年9月24日書かれている作品である。奇異の想像に満ちあふれていると考えられる。魯迅の空虚と失望の情緒……

3)「行人」

「行人」は1925年3月2日に創作され、『野草』の唯一の詩劇である。魯迅の「自我」、「個人」の意志を示した…… 

4)「このような戦士」

魯迅自身の説明によると、「その時期、ある文学者が軍閥間の戦争を援助するので、その人々の行為に抗議する。」と……

5)「色あせた血痕の中に」

「色あせた血痕の中に」が「反逆の勇士」の出現、つまり「精神界の戦士」としての叛逆的詩人の出現を呼んでいる文章であり、散文詩『野草』の最後の作品として……
終わりに

要するに、『野草』は魯迅の精神世界を示した作品であり、魯迅の暗い情緒、意志、想像力によって作られている結晶でもある。『野草』には美しいものがあれば、怖いものもある。それらのことが「夢」の中に組み合わせ、魯迅の「苦悶」や「生命力」や「戦闘精神」が示されている｡『野草』の中の多くの作品から見える理想と現実の衝突はほかでもなく、魯迅自身の思想上の衝突でもあった……
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